平成２９年度全国学力学習状況調査の結果について　　　　　　　　　　京都市立朱雀中学校
　４月１８日（火）に中学校３年生を対象に「全国学力学習状況調査」が実施され，このほど結果がまとまりました。この調査では，国語と数学に関する調査と同時に，家庭での過ごし方や学習時間を問う調査も実施されております。生活習慣と学力の関係など，本校の生徒たちの状況や傾向をお伝えします。


総合結果（国語・数学）

　国語Ａ・Ｂ，数学Ａ・Ｂ，いずれのテストにおいても，全国平均および京都府の平均を大きく上回っています。特に，文章で書いて答える活用問題（B）には，国語・数学ともによく頑張って取り組んでいたと言えます。惜しいことに，基本的な計算問題でミスをしている傾向があります。これから３年生は，基本的な知識を復習してきちんと身につけ，それをもとに考えて答えを導き出す思考力を伸ばして，自分の進路に向かってほしいと思います。
＜生徒の皆さんへのアドバイス＞

＜国語科からのアドバイス＞
①文章を書く問題より、選択肢を選ぶ問題の方が苦手です。選択肢の文章をじっくり読み、比較・検討してから答えを選ぶようにしましょう。

②古典の文章を読み、現代語訳の中から古語の意味を抜き出す問題ができていませんでした。古典にはまだ慣れていないと思います。教科書以外にもたくさんの古典にふれ、先人の思いを想像してみましょう。口語訳と本文を照らし合わせて内容をまとめる学習や、古語の意味を覚える学習をおすすめします。

③「えりを正す」という慣用句に関する問題ができていませんでした。慣用句やことわざなど言葉についての学習をしていきましょう。読書や日常生活で気になった言葉に関しては、辞書で意味を調べ、自分の言葉として使っていけるようになればいいですね。

＜数学科からのアドバイス＞

1 (２x＋５y)－(６x－３y)のような多項式の減法の計算は、カッコをはずすときに，－(６x－３y) を－６ｘ－３ｙとして計算しないように気を付けよう。

2 等式 x＋４y＝１ を y について解くような等式の変形の問題は、Ⅰ移項する。Ⅱ両辺に同じ数をかける。Ⅲ両辺を同じ数でわる。という３つの処理をして、ｙ＝　　　という式に変形する問題です。難しそうですが、関連する類題を幾つか解いて苦手意識をなくしましょう。

3 反復横とびの記録の範囲を求める問題は、範囲の意味がわかっていないようです。範囲とは記録の最大値の56回から最小値の40回をひいたもの、56－40で、16回です。また、中央値、平均値、最頻値、最大値、最小値なども、もう一度復習しておきましょう。
4 回転移動の説明が苦手なようです。どの点を中心にして、時計回りか、反時計回りか、何度回転しているかに着目して説明しよう。
5 数量の関係から一次方程式を作る問題の正答率が一番低かったです。一人に6枚配ると16枚余り、8枚配ると4枚足りないという過不足の問題です。正答率が低い問題は授業で振り返ります。

☆上記の教科のアドバイスは，朱雀中の皆さんの平均正答率から分析して，担当の先生方がこれからの学習の参考にするために示してくれたものです。もちろん一人ひとり傾向は異なるはずです。そこで各自の結果票から自分の課題を見つけ，その課題克服に向けて，これから努力してほしいと思います。


生徒質問紙調査　～質問紙調査において，特徴的なものをいくつか紹介します～
Ｑ「普段のテレビ，テレビゲーム，スマホをして過ごしている時間」

→　「４時間以上」と回答した生徒が高い割合でいます。全国より多い。

　　★家庭学習ができないことにつながっています。時間をきめて使用してください。
Ｑ「将来の夢や目標を持っていますか」　　　　　　　→☆全国平均を下回っています。
Ｑ「家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか」　→☆全国平均を下回っています。
Ｑ「家で，宿題をしていますか」　　　　　　　　　　→　全国平均を上回っています。

　　★夢や目標を持っている人が少ないのは，気になります。目標を持っていなければ，勉強についても，なかなか具体的に取り組んでいけません。自分を見つめ，目標を持ち，その目標に向かって取り組んでいくべきです。先生から提示された宿題だけが家庭学習ではありません。
Ｑ「人が困っているとき進んで助けているか」　　→☆全国平均を下回っています。
Ｑ「いじめはどんなことがあってもいけないか」　→☆全国平均を下回っています。　　　
★人の気持ちを考えたり，人に対して思いやりをもつことが大切です。友達との関わり方を考える

中学生であってほしいと思います。

全体を通した本校の成果と課題

　本校では「確かな学力を身につけるとともに，自らを律する生徒を育てる」という学校教育目標のも

と，学力向上に取り組んでいます。

　本校の３年生は，この調査に対して最後まで解答を導き出そうと努力しており，文章で答えなければ

ならない問題についても，高い正答率を示していました。また，日ごろの学習に対しても，前向きに取

り組んでいる傾向が見られます。今後，自分の進路を獲得するために，最後まであきらめず前向きに取

り組んでほしいと思います。
　しかし，数学の学習について意識・意欲が低い傾向にあります。数学については苦手意識をもってい

る人が多いようですが，あきらめず基本的な計算問題が確実に解けるように反復練習をしてください。

　質問紙調査からみると，本校生徒は学校生活を肯定的にとらえているようです。ただ先生から言われ

たことはするが，自ら進んで学習ができているとは言い難い傾向にあります。あと半年間の中学校生活
ですが，高等学校の受験をふまえて，家庭学習に取り組んでいくことが必要です。
　＜保護者の皆様へ＞
　全国調査は，子どもたちの課題をつかみ，各校でその改善策を考えていくためのものです。本校では，

毎年調査結果を受け，教科指導についての研修をかさね，本校の課題解決に取り組んでいます。

また，生徒それぞれに個票として調査結果を返却いたします。それをご覧いただき，自分自身の課題
を見つけ，その克服のために，ご家庭でお子たちと話し合っていただけたらと思います。

　今後とも，子どもたちの健やかな育ちと学びのためにご協力をお願いいたします。

